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M・VAC療 法が有効 であった外陰部

Paget病 を伴 う膀胱癌の1例
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   A 66-year-old man complained of gross hematuria, lower abdominal mass and perineal skin 
erosion. Intravenous pyelography showed a filling defect in the right bladder wall. CT 
scan demonstrated multiple liver metastasis and lower abdominal mass. Skin biopsy of perineal 
lesion revealed extramammary Paget's disease. The histopathological study of bladder tumor 
and lower abdominal mass revealed both to be transitional cell carcinoma grade 3. After 
four courses of M-VAC therapy described by Sternberg in 1985, bladder tumor and metastatic 
lower abdominal mass disappeared with CT scan and this effect continued over 6 months. Skin 
biopsy after chemotherapy revealed u marked reduction in Paget's cell number. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1459-1462, 1990) 
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緒 言

外陰部Paget病 は他臓器癌を合併す る頻度が高い

といわれてお り1),特 に泌尿器系 の癌 との合併が高率

である.今 回,わ れわれは外 陰部Paget病 を合併 し

た膀胱癌患者を経験 し,治 療 としてM-VAC療 法を

施行 した ところ,膀 胱癌のみな らず,Paget病 に対 し

ても効果を得たので,若 干の文献的考察を加 えて報告

する.

症 り停

患者;66歳,T.M.男,管 理職

主訴=肉 眼的血尿,下 腹 部腫瘤

家族歴=特 記すべ きことなし

既往歴:59歳,虫 垂切除術

現病歴=1987年ll月,外 陰部に疹痛,び らんを伴 う

湿疹を主訴 に皮膚科を受診 し,皮 膚生検の結果外陰部

Paget病 と診断 された.1987年12月,肉 眼的血尿のた

め当科初診.

入院時現症=外 陰部,陰 嚢に疹痛を伴 う広範 なび ら
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ん を認 め るが,肛 門 お よび外 尿 道 口とは 連 続性 は な か

った.陰 嚢,陰 茎 包皮,下 肢 に 浮 腫 が み られ た(Fig.

1).右 下 腹 部 に鶏 卵 大 の班重瘤 を 触れ るが 他 の表 在 性 リ

ンパ 節の 腫 大 は認 め な か った.

入 院時 検 査成 績:末 梢 血 液 検 査;異 常 な し.生 化 学

検 査;LDH611mUfrn1,CEA1,240ng/m1,αFP<

5ng/ml,他 異 常 な し.尿 検 査;沈 渣RBC50/hpf,

wBCl/hpf,尿 細 胞 診classIII・

レ線 所 見:IVP;膀 胱 右 側 壁 に陰 影 欠 損 と右 水 腎,

水 尿 管 を認 め る.CT;膀 胱 右側 壁 の 肥厚 と 右 骨 盤 腔

に 腫 瘤 を認 め る(Fig.2).ま た 肝 臓 に 転 移 病 巣 と腹

部 大 動脈 に 動 脈瘤 を 認 めた.胸 部 断層,骨 シ ンチで は

異 常 所見 は な か った 。
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Fig.2.Thickeningintherightbladderwal1

入院後経過:下 腹部腫瘤 と膀胱腫瘍,外 陰部Paget

病 との関係を組織学的に確認するため,1988年2月5

日,経 尿道的膀胱生検 と開放性腫瘤生検を施行.膀 胱

鏡所見では膀胱右上か ら側壁に胡桃大に限局 した易出

血性の穎粒状変化があ った.下 腹部腫瘤は腹膜外鼠径

部か ら膀胱右壁にわたる鶏卵大,石 様硬 の腫瘤であっ

た.病 理組織学的検査の所見では どち ら も移 行 上 皮

癌,highgradeで あ り,PAS染 色陰性 であ った.

一方,外 陰部皮膚生検の病理組織学 的 検査 で は,表

皮 内に胞体が淡明でかつ大型のいわゆ るPaget細 胞

が多数認め られ(Fig・3,4),PAS染 色 陽性で組織

学的に膀胱癌 と鑑別可能であった.以 上 よ り外 陰 部

Paget病 を伴 う進行膀胱癌 と診断 した.Paget病 は

病巣が広範囲で手術適応はなく,ま た膀胱癌は進行癌

で膀胱全摘術は不能であったため,全 身化学療法 とし

てM-VAC療 法を 原法に従い施行 した.2ク ール 目

頃 より膀胱癌の縮小 と外陰部のび らん,炎 症所見の改

善 がみられ,4ク ール終 了時 のIVP・CT所 見 では
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Fig.3。4.Pagetcellsofperineallesion

膀胱壁の肥厚 と下腹部転移巣の 消 失 を 認 め た(Fig,

5),外 陰部 も肉眼的 に治癒 し(Fig.6),組 織学的に も

Paget細 胞の 著明な減少(Fig.7)と 血 中CEA値

の低下 を認めた(Fig.8).

M-VAC療 法終 了後 も膀胱癌の画像診断上 の消失は

続いているが,Paget病 病変 は再び潰 瘍を形成 しは じ

Fig.5.AfterfourcoursesofM-VACther-

apy,thethickeninginthebladder

wallwasdisappearedwithCTscan



宮 本,ほ か=膀 胱 癌 ・M・VAC療 法

Fig.6.Perineallesionafterchemotherapy

Fig.7.PagetcellswerediminishedmarkeClly.

め,同 時にCEA値 は再び上昇 している.ま た肝臓の

転移病巣の病理組織学的根拠はないが,CEA値 の変

化 とよく相関 した消長 を示 した.M-VAC療 法4ク ー

ルにおけ る骨髄抑制の副作用は網状赤血球数で8～10

日目,血 小板数で10～12日 目,白 血球数で17～19日 目

に認められたが,す ぐに 回復 している.ま た連続投与
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に よる影響は特に認め られなかった.他 の副作用 とし

て1幅吐 などの消化器症状や脱毛が認め られたが軽度で

あ った.

肝転移に対 しM-VAC療 法は限界と考え,他 の抗

癌剤併用療法を施行 したが効果 を得 られ ず,1989年4

月に死亡 した,

考 察

外陰部Paget病 は,他 臓器癌を合併す る頻 度が高

い といわれている,本 邦 では53例 が報告されてお り,

その うち膀胱腫瘍 との 合 併 例 は9例(17%)で あっ

た2-10).自 験例では外尿道 口お よび肛門周囲に病変を

認めず,Paget病 病変 との関連性を認めなか った,ま

た病理組織学的にPaget病 細胞 と膀胱癌細胞 とが特

殊染色上異 なってお り,外 陰部Paget病 と膀胱癌 の

同時合併例(二 重癌)と 考え られた.こ の ように外陰

部Paget病 と泌尿器系の癌 とは発生母地が異 なるに

もかかわ らず,統 計上合併する例が多 く報告 されてい

る(53例 中20例,38%)た め,外 陰部Paget病 を認

めた場合他臓器(特 に泌尿器系の)合 併癌の有無の検

索が必要 である と考え られた,

最近eccrine,apocrine腺 にCEAが 存在 してい

ること,Paget細 胞 もCEAと 強 く反応するこ とか

ら,Paget病 は これ らの腺か ら発生 した腺癌 と考 え

られて きてい る11).そ れゆえ,外 陰部Paget病 の場

合,パ ル トリン腺,傍 尿道あるいは肛門周囲腺 よ り発

生す ることも考えられ,こ れ らの十分 な検索 が必要で

ある.Paget細 胞がCEAを 産生することに よ り,

Paget細 胞の組織診 断が可能であ り,さ らに治療効果

の判定など腫瘍マーカーとして も有用 である と考 えら
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れた.自 験例 でもM-VAC療 法 に よ るPaget病 病

変の改善に伴い血清CEAは 低下 し,肝 転移病 巣の増

大 と局所再発 に伴い上昇 した.

外陰部Paget病 の治療は,放 射線療法や 抗癌剤に

よる化学療法が無効なことか ら外科的に切除 し,有 茎

皮弁 などを利用 して欠損部を補 う治療法が行われ てい

る,自 験例では,外 陰部Paget病 が広範囲なこと,

肝転移 と進行膀胱癌 を合併 してお りさらに腹部大動脈

瘤 も合併 していたため,全 身化学療法が まず適応 と考

えてM-VAC療 法 を施行 した.

M-VAC療 法は1985年 にSternbergら によ り報告

された,methotrexate(MTX),vinblastin(VBL),

adriamycin(ADM),cisplatin(CDDP)に よる多

剤併用化学療法の一つであ る12).M-VAC療 法 は 尿

路上皮癌に対 し,60～70%の 有効率(CR+PR)を 示

・し,膀 胱癌 の集学的治療法の一つ として本邦 で も施行

され 始め ている.今 回はM-VAC療 法施行1ク ール

目より肉眼的に外陰部Paget病 のび らんが 改善 し,

2ク ール終 了時生検 では,一 部にPaget細 胞を 認め

るのみであった.ま た血 清CEA値 も低下 した.一

方,膀 胱癌 は3ク ール終 了時 でCT上 消失 し,そ の

効果は6ヵ 月以上持続 した.M・VAC療 法での 副作

用は,お もに消化器症状 と骨髄抑制であ った.

M-VAC療 法は膀胱癌 のみならず 他臓器癌 に も有

効 なことか ら,本 症例の ように同時重複癌症例に選択

され うる多剤併用療法のひとつ と考 えられた.た だ,

効果は認め られる ものの,そ の有効持続期間が短い と

い う報告 もあ り,現 在検討 され始めた膀胱癌 のneo-

adjuvant療 法の術前 の化学療法 として施行 した後に

根治的膀胱全摘術 を行 う治療法が より効果的 と考えら

れ る.し か し,本 症例では肝転移病 巣の存在や他の身

体的理由で根治的手術療法が行えなか った.

結 語

外陰部Paget病 を 伴 う膀胱癌患者にM-VAC療

法を施行 し,膀 胱 癌 病 変 は レ線 上 消 失 し,外 陰部

Paget病 病変 も軽快 した.こ れ まで外陰部Paget病

に対する有効な化学療法の報告は少ない.

また,外 陰部Paget病 とCEA,他 臓器癌 の合 併

につ き文献的考察 を加えて報告 した,
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